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HCERES のコスナー会長との集合写真 

TOP NEWS 

 

○フランス及びイギリスにおける高等教育の質保証システムに関する現地調査を実施 

平成２８年 10 月 3 日～7 日にかけて、フランス及びイギリスの評価関係機関等を訪問しました。フ

ランスでは、機構刊行物「諸外国の高等教育分野における質保証システムの概要」第２版の改訂に向け、

評価制度や大学における内部質保証の状況等について、また、イギリスでは今年より始まった新たな評

価制度や今後実施が予定されている教育卓越性枠組（以下 TEF：Teaching Excellence Framework）

を中心に情報収集するため、当機構の木村顧問、野田研究開発部准教授及び国際課職員３名が現地調査

しました。 

 フランスにおける調査では、フランスの研究・高等教育

評価高等審議会（以下 HCERES：the High Council for 

the Evaluation of Research and Higher Education）

及びロレーヌ大学の２機関を訪問しました。両機関では、

2013 年の高等教育・研究法制定により推進された近隣地

域に所在する大学や研究機関の統合である学術機関群

（site）の形成、質保証システムの変容について、質保証

機関と大学の両方の視点から現在の取組や状況を伺いま

した。HCERES は、2013 年に改組された機関ですが、

学術機関群を新たに評価するための担当部署を設置し、今

年より順次評価を本格的に実施する旨の説明がありました。 

2012 年に統合大学となったロレーヌ大学では、大学本部 

に質保証担当部署を設け、5 年に 1 度の外部評価に向けて学位ごとに自己評価を実施していますが、十

分なデータ収集・分析作業のもと質改善に熱心に取り組んでいることが伺えました。 

 イギリスでは、教育省、イングランド高等教育財政カウンシル（以下 HEFCE：Higher Education 

Funding Council for England）、高等教育質保証機構（以下 QAA：Quality Assurance Agency for 

Higher Education）、英国大学協会、及びグロスターシャー大学の５機関を訪問し、新たな評価制度や

TEF の概要について、実施に至った背景や、各機関の役割、今後の展望等について情報・意見聴取をし

ました（新評価制度、TEF の概要については、当機構の高等教育質保証の海外動向発信サイト掲載の動

向記事①、②をご参照ください）。新たな評価制度については、英国高等教育機関の多様化（参入の一元

化）、授業料高騰による学生（消費者）保護、評価プロセスの簡素化（大学の負担軽減）、大学の自治の

尊重等を背景として抜本的な改革が行われ、よりリスクベースの評価が導入されました。また、HEFCE

が中心となって実施しますが、予算が通過すれば、学生局（Office for Students）が新設され、より学

生保護の視点から、機関に対して規制を強化できる体制になるとのことです。TEF については、教育省

の事業として大学の参加は任意ですが、教育の質を 3 段階でランク付けして公表することにより、イギ

リス高等教育機関の質と競争を高めていくことが狙いの一つである旨の説明がありました。 

 なお、当機構では今後、機構刊行物「諸外国の高等教育分野における質保証システムの概要」第２版

（フランス）を本調査事項部分も含めて改訂を行い、公開する予定しています。概要は、フランス版の

他、日本を含め 9 か国の概要が当機構のウェブサイトにて公開されていますので、併せてご覧ください。 

 

 

 

 

https://qaupdates.niad.ac.jp/2016/06/02/hefce_2016/
https://qaupdates.niad.ac.jp/2016/06/13/bis2016/
http://www.niad.ac.jp/n_shuppan/package/
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HEFCE 職員との懇談の様子 QAA 職員との集合写真  
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学位授与事業 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

当機構では、短期大学や高等専門学校を卒業、あるいは専門学校を修了するなど、すでに高等教育機

関において一定の学習を修めた者に対して、新しい学士への途を開いています。 

当機構の「学士の学位」を取得するためには、上記学校を卒業または修了するなど一定の学習を修め

た後、大学において科目等履修生制度を利用するなど必要な単位を修得し、「修得単位の審査」及び「学

修成果・試験の審査」を受ける必要があります。この二つの審査に合格すると、大学卒業者と同等以上

の学力を有すると認められ、「学士の学位」が授与されます。 

（※短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与（学士）について詳しく知りたい

方は、こちらをご覧ください。） 
 

学位授与申請は、毎年度２回（４月期と 10 月期）受け付けており、平成 28 年度 10 月期において

は、710 人の申請を受け付けました。平成 28 年度 10 月期は 12 月４日（日）に面接試験を東京で実

施し、12 月 11 日（日）に小論文試験を全国２か所（東京・大阪）で実施します。 

 
○平成28年度10月期申請における試験日程について 

１ 試験日・試験場 

試 験 の 区 分 試 験 場 試 験 日 時 

小論文試験 

（学修成果として 

レポートを提出した者） 

東京地区 

独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構 

小平本館 

東京都小平市学園西町１－２９－１ 

平成 2８年 12 月 1１日（日） 

 

午前の部： 

1０時３0 分～12 時０0 分 

午後の部： 

14 時 30 分～16 時 00 分 

 

大阪地区 

大阪大学 豊中キャンパス 法経講義棟 

大阪府豊中市待兼山町１－７ 

面接試験 

（専攻の区分「音楽」

または「美術」でレポー

ト以外の学修成果を提

出した者） 

東京地区 

独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構 

小平本館 

東京都小平市学園西町１－２９－１ 

平成 2８年 12 月４日（日） 

面接試験時間は受験票で 

ご確認ください。 

  

２ 受験票などの送付 

   受験票は、受験者心得とともに試験日の 10 日前までに送付しています。平成 2８年 10 月期に

おいては、11 月 18 日（金）に発送しました。 
 

 [お問合せ先] 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構管理部学位審査課 

   〒187-8587 東京都小平市学園西町１－２９－１ 

   電話：０４２－３０７－１５５０（問合せ専用） 

   受付時間：9:00～12:00 13:00～17:00（土・日曜、祝日、年末年始を除く。） 

 

http://www.niad.ac.jp/n_gakui/tsumiage/
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○329人から学士の学位授与の申請 －平成28年度４月期申請分－ 

 平成 28 年度４月期における学士の学位授与申請を受け付けた結果、21 専攻分野、40 の専攻の区分

にわたる 329 人から申請があり、６月５日（日）に小論文試験（東京及び大阪地区）と面接試験（東京

地区）を実施しました。 

 学士の学位授与については、関係各専門委員会での修得単位の審査及び学修成果・試験の審査の結果

（※）に基づき、８月 19 日（金）開催の学位審査会において最終審査が行われ、合格と判定された 286

人に対し学士の学位を授与しました。 

※ 特例適用専攻科修了見込での申請を行った者については、修得単位の審査及び学修総まとめ科目の履修に

関する審査の結果 

 

＜平成 28 年度４月期の学士の学位申請者数及び学位取得者数＞ 

  

（基礎資格別） 

基礎資格 申請者数（人） 取得者数（人） 

短 期 大 学 卒 業 者  87 77 

高等専門学校卒業者 25（13） 20（12） 

専 門 学 校 修 了 者  185 169 

大 学 中 退 者 22 15 

大 学 卒 業 者 10 5 

合 計 329（13） 286（12） 

 ※ ( )内は特例適用専攻科修了見込での申請を行った者の数で内数。 
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（専攻の区分別） 

専攻分野の名称 専攻の区分 
申請者数

（人） 

取得者数

（人） 
専攻分野の名称 専攻の区分 

申請者数

（人） 

取得者数

（人） 

文   学 

国 語 国 文 学 1  1  薬 科 学 薬 科 学 2  1  

英 語 ・ 英 米 文 学 1  1  看 護 学 看 護 学 193  179  

歴 史 学 1  1  

保健衛生学 

検 査 技 術 科 学 6  6  

哲 学 1  1  臨 床 工 学 14  13  

心 理 学 1  1  放 射 線 技 術 科 学 13  9  

教 育 学 教 育 学 19  17  理 学 療 法 学 6  6  

神   学 神 学 1  0  作 業 療 法 学 2  2  

社 会 学 社 会 福 祉 学 1  0  言 語 聴 覚 障 害 学 2  2  

教   養 
地 域 研 究 1  1  口腔保健学 口 腔 保 健 衛 生 学 2  2  

科 学 技 術 研 究 1  1  柔道整復学 柔 道 整 復 学 1  0  

社 会 科 学 社 会 科 学 2  2  栄 養 学 栄 養 学 8  4  

法   学 法 学 1  1  

工   学 

機 械 工 学 5  2  

政 治 学 政 治 学 1  1  電 気 電 子 工 学 4  2  

経 済 学 経 済 学 3  2  情 報 工 学 3  2  

商   学 商 学 1  1  土 木 工 学 1  1  

理   学 

数 学 ・ 情 報 系 2  0  社 会 シ ス テ ム 工 学 1  1  

物 理 学 ・ 地 学 系 1  1  商 船 学 商 船 学 13(13)  12(12)  

化 学 系 2  1  家 政 学 家 政 学 1  1  

生 物 学 系 1  0  
芸 術 学 

音 楽 4  3  

総 合 理 学 2 1 美 術 4  4  

        合   計 329(13)  286(12) 

   ※( )内は特例適用専攻科修了見込での申請を行った者の数で内数。 
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

 

１１月 

日 行事名 担当課 

９日 学位審査会（平成 28 年度第 3 回） 学位審査課 

１４日 
平成 28 年度大学ポートレートステークホルダー・ボー

ド 

大学ポートレート

センター事務室 

 

１２月 

日 行事名 担当課 

４日 
大学改革支援・学位授与機構試験（面接） 

（東京地区） 
学位審査課 

１１日 
大学改革支援・学位授与機構試験（小論文） 

（東京地区、大阪地区） 

学位審査課 

２２日 法科大学院認証評価委員会（第２回） 評価支援課 

 

１月（2017年） 

日 行事名 担当課 

１３日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

１３日 大学機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

 

http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/gakui/shinsa/
http://portal.niad.ac.jp/ptrt/stakeholder.html
http://www.niad.ac.jp/n_gakui/information/
http://www.niad.ac.jp/n_gakui/information/
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/houka/
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/kousen/
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/daigaku/


  独立行政法人 

大学改革支援・学位授与機構 


